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サプライチェーン革新・応用の更なる試行

の推進に関する通知 
 

【要点】 

○ 中国商務部・工業情報化部・生態環境部・農業農村部等8部門は、2020年4月13日に共同で「サプ

ライチェーン革新・応用の更なる試行の推進に関する通知」（中国語名「关于进一步做好供应链

创新与应用试点工作的通知」、以下「通知」）を発表した。 

○ 米国との貿易摩擦、新型コロナウイルスのパンデミック等を背景に、サプライチェーンのバラン

スの崩れ、その切断・毀損・休眠に対する警戒感が高まりつつある中で、内外経済情勢に対する

認識を改め、新情勢下での要求に基づき、2017年から始まったサプライチェーンの革新・応用を

加速し、生産・営業の再開、グローバルサプライチェーンの安定化、2020年までの貧困脱出目標

の達成を促すために発表されたのが、この「通知」である。 

○ 「通知」では、2018年に選ばれた試行都市（55都市）・企業（269社）を対象に、5大分野におけ

る試行内容が示された。具体的には、①サプライチェーンの安全性向上（試行都市における重点

産業のサプライチェーンに対する分析・評価による供給側の重要性と抱えるリスクの判断による

産業サプライチェーンの最適化等）、②サプライチェーンのデジタル化・スマート化の推進加速

（試行都市でのIT技術を中心とした新型インフラ建設の拡大、試行企業による新型コロナウイル

スの感染防止に伴う生産・流通・消費パターンの変化に応じたモノのインターネット（IoT）、

ビッグデータ、エッジ計算、ブロックチェーン、５G、人工知能（AI）、拡張・仮想現実（AR/VR）

の応用加速等）、③グローバルサプライチェーンの安定化促進（試行都市での生産・販売の効果

的接続、開放的、安定した、安全性の高いグローバルサプライチェーンの形成促進、試行企業の

重点プロジェクトの建設加速、各種契約の質の高い履行の促進等）、④貧困脱出の目標達成の促

進（産業サプライチェーンの貧困地域への浸透促進、試行企業の技術・販路・市場の優位性発揮

による貧困地域の農産物・漢方生薬、鉱物等の資源市場の開発促進等）、⑤サプライチェーン・

ファイナンスによる実体経済への支援強化（企業の売掛金の透明化・標準化の促進、商業銀行に

よるサプライチェーン関連リスクの評価とリスク管理メカニズムの革新等）、である。 
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【構成(概要)】 

「サプライチェーン革新・応用の更なる試行の推進に関する通知」 

（商建函[2020]111号） 

成立日：2020年4月10日、発表日：2020年4月13日 

1.サプライチェーンの協同推進による生産・経営の再開：産業・市場・経済と社会の円滑な循環を

図るために、国際・国内新型コロナウイルスの感染状況と内外経済情勢の変化をフォローし、試

行都市・企業を対象に、サプライチェーンに関わる問題の判断・解決を指導する。試行都市は、

新型コロナウイルスの感染防止と生産・経営再開を同時に推進し、域内重点産業の現状・特徴に

合わせ、物流・運輸、人材移動、資金・原材料調達等サプライチェーンを制約する諸要因を解消

する。試行企業は、リーディング企業としての役割を強化し、サプライチェーンの川上・川下企

業との協同強化を通じて関係企業の技術・設備・資金・原材料等に関わる難題の解決に協力する。 

2.新情勢下での試行任務の実施：試行都市・企業は、これまでの試行内容を踏まえ、さらに5大分

野における試行任務を加える。具体的には、①サプライチェーンの安全性向上（試行都市におけ

る重点産業のサプライチェーンに対する分析・評価による供給側の重要性と抱えるリスクの判断

による産業サプライチェーンの最適化等）、②サプライチェーンのデジタル化・スマート化の推

進加速（試行都市でのIT技術を中心とした新型インフラ建設の拡大、試行企業による新型コロナ

ウイルスの感染防止に伴う生産・流通・消費パターンの変化に応じたモノのインターネット

（IoT）、ビッグデータ、エッジ計算、ブロックチェーン、５G、人工知能（AI）、拡張・仮想現

実（AR/VR）の応用加速等）、③グローバルサプライチェーンの安定化促進（試行都市での生産・

販売の効果的接続、開放的、安定した、安全性の高いグローバルサプライチェーンの形成促進、

試行企業の重点プロジェクトの建設加速、各種契約の質の高い履行の促進等）、④貧困脱出の目

標達成の促進（産業サプライチェーンの貧困地域への浸透促進、試行企業の技術・販路・市場の

優位性発揮による貧困地域の農産物・漢方生薬、鉱物等の資源市場の開発促進等）、⑤サプライ

チェーン・ファイナンスによる実体経済への支援強化（企業の売掛金の透明化・標準化の促進、

商業銀行によるサプライチェーン関連リスクの評価とリスク管理メカニズムの革新等）である。 

3.要求：①試行任務の着実な推進（試行都市・企業を対象とした中間評価や進捗状況に対する検査

の実施等）、②業務面での協同性に対する指導の強化（関係官庁による支援の強化、金融支援の

促進等）、③成功事例の複製・普及の加速（試行都市・企業の成功例の報告とその普及の促進等）。 

 

＊中国語全文は、http://www.mofcom.gov.cn/article/b/d/202004/20200402954596.shtml 

から入手可能（2020年5月26日アクセス） 

以 上 
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